
（３） 授業での取組 

   ５年生の国語「新聞を読もう」における学習の中で、新聞を活用した。配付された新聞を教

室にストックしておき、児童が常に手に取れる環境があったため、学習もスムーズに行うこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 家庭学習での取組 

   教室に新聞を置くことで、家庭学習に自ら新聞を活用する児童も見られた。ルール等を設

けることなく、児童の主体性に任せた取組であったが、自分の感想を書いたり、アンダーライ

ンを引いたりと、児童が自ら工夫する姿も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 委員会活動での取組 

   給食放送の一つとして、週に１回、新聞記事の紹介をする活動を取り入れた。記事の紹介

は、理想科学工業より無料配信されている「よみとき新聞ワークシート」を活用した。 

新聞記事 新聞記事 

新聞記事 

新聞記事 

無理なく実践できる新聞活用の取り組み 
宮崎市立倉岡小学校 

教 諭   森  俊 幸 

 

１ はじめに 

  本校は、2019 年度より NIE 教育実践の指定を受けた。１年目は、児童も職員も無理なく

取り組み、教育効果につなげることを念頭におき、実践を重ねた。 

 

２ 本年度の取組 

（１） NIE に関する校内研修 

   夏季休業の中で、職員研修を行った。外部講師として、高千穂町立上野小中学校の田﨑香

織指導教諭（ＮＩＥアドバイザー）を招き、研修を行った。 

研修では、新学習指導要領が求めている資質・能力を育むには、NIE が重要な役割を果た

すことを、様々な実践例の演習を通し、教えていただいた。この研修を受けて、本校職員の共

通理解として確認した点は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

   このことから、本年度は、NIE のために特別なことを設けるのではなく、今までどおりの

授業や、それ以外の活動で、無理なく新聞を取り入れて実践していくことを職員全体で再確

認した。 

 

（２） 新聞購読及び配付について 

実践指定校による無料での購読を、以下の表のような計画で行った。 

 
 新聞名 配達月（２０１９年度） 

  ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

実践指

定校に

よる購

読紙 

朝日 １ １ １ １    

毎日  １ １ １ １   

読売   １ １ １ １  

日経    １ １ １ １ 

宮日    １ １ １ １ 

    

届いた新聞は、３～６年生に日替わりで配付した。週に１回届く、定期購読のこども新聞に

ついては、１・２年生と図書室に配付した。 

 

○ 新聞活用が上手になることが目的ではなく、児童の「基礎的・汎用的能力の育成」

「自立した社会人・職業人の育成」を叶えるために、新聞を活用する。 

○ 特別なことをするのではなく、無理なく実践できることが大切である。 

○ スパイラルで新聞活用をしていくことが効果的である。 
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新聞を読み、新聞に親しむための実践
高千穂町立高千穂中学校

教諭 川野将太

１ はじめに
本校は、2019年度より新しくＮＩＥ教育実践の指定

を受けた。初年度である 2019 年度は、「新聞を読み、
新聞に親しむための実践」をテーマにして取り組んだ。
そのため、各学級で取り組めること、各教科で取り
組めることを職員で共通実践することとした。
また、本校に進学してくる生徒の中には、小学校で

ＮＩＥに関する取り組みを行ってきて、新聞に触れる
機会の多かった生徒たちもいる。さらに、本校では以
前より、高千穂販売所の方のご厚意で、毎日、学級に
1 部の宮崎日日新聞が無償で配付されており、生徒た
ちが過ごす教室に必ず新聞がある環境が整っている。

２ 本年度の取組
（１）図書室に新聞コーナーの設置

① 目的
・ 全校生徒が気軽に新聞を読むことができる場を
設置することで、新聞に対する興味・関心を高め
る。

② 取組方法
・ １週間分をまとめて置くことのできる新聞コー
ナーを設置した。
・ 全校生徒が気軽に利用しやすい図書室を利用し
て、新聞コーナーのスペースを確保した。
・ 過去の新聞についても、図書室に収納スペース
を作り、自由に読むことができるようにした。

③ 取組の実際
・ 宮崎日日新聞以外の新聞については、これまで
に読む機会が少なかったため、初めのうちは手に
取って読んでいる生徒が見られた。
・ 各教室に配付されている新聞を読んでいる生徒
も多いため、新聞を読むためだけに図書室に来る
生徒は増えなかった。

図書室に設置した新聞コーナー

３ 成果と課題 

（１） 成果 

  〇 新聞を教室にストックしておくことで、児童が自ら新聞を活用する姿が見られた。また、

授業で活用する際も、わざわざ準備をする必要がなく、負担軽減へとつながった。 

  〇 委員会活動に取り入れたことで、授業外でも継続して新聞を活用する流れを作ることが

できた。 

 

 

（２） 課題 

  〇 低学年に対して、新聞を活用した実践があまりできなかった。先行実践を参考にし、来

年度取り組んでいきたい。 

  〇 中・高学年においても、授業での実践を深めていきたい。 
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